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平成29年度　一般会計当初予算
平成29年度　一般会計当初予算

8億9,581万円

◦当初予算の概要
　相楽東部広域連合では、主に相楽東部クリーンセンターの運営、笠置町・和束町・南山城村の 3 小学校、

2 中学校の運営、そして社会教育（生涯教育）事業をおもな業務としておこなっています。

　平成 29 年度の一般会計予算が 3 月の定例議会で可決されました。予算の総額は 8 億 9,581 万円で前年

度と比較すると、6,756 万円の増額となっています。

　歳入につきましては、主なものとして分担金・負担金が 1 億 2,758 万円の増額、府支出金が 1,436 万円

の減額となっています。

　歳出につきましては、総務費においては、主なものとして連合の LGWAN（総合行政ネットワーク）環

境のセキュリティ対策事業整備費として、2,030 万円、7 月から始まる自治体間の情報連携の準備のために

おこなう、自治体中間サーバー総合運用テスト実施支援の費用として 177 万円を計上しています。

　衛生費では、稼動開始から既に 18 年が経過した相楽東部クリーンセンターのごみ処理施設としての機能

を維持するために、施設の点検整備・ごみクレーン巻上モーターの更新工事等で 1,423 万円を計上してい

ます。

　教育費では、既に導入済みの南山城小学校を除く連合管内の各小中学校に校内 LAN の設備を導入します。

そのための備品購入費として 2,395 万円、笠置小学校の法面対策工事費として 680 万円、和束小学校の空

調設備工事費として 8,826 万円を計上しています。

　また、連合管内小中学校のトイレ洋式化を進めるにあたり、南山城小学校を除く各小中学校で実施設計

予算を計上しています。

　社会教育費においては、平成 26 年度より実施している合同成人式や子育て講座、女性学講座、成人教育

事業、京のまなび教室推進事業、高齢者教育推進事業など、それぞれのライフステージに対応した各種社

会教育事業を充実させています。

広　域　連　合

議会費　741

民生費　11,491

予備費　1,200

衛生費
242,538

連合債　10,600
諸収入　19,220

繰入金　4,000
府支出金
15,939
国庫支出金
193
使用料及び
手数料
12,105

分担金及び負担金
832,454

繰越金　1,300
財産収入　3

総務費　73,858
公債費
30,144

教育費
535,842

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

₂



平成29年度　一般会計当初予算

13億6,800万円

◦当初予算の概要
　平成 29 年度の一般会計予算ほか 4 特別会計予算が 3 月の定例議会で可決されました。
一般会計と 4 特別会計を合わせた予算総額は 20 億 4,448 万円で、前年度に比べ 14,197 万円（7.5％）の
増額となっています。

◦歳出面の主な特徴
　総務費では、防災拠点である役場庁舎の耐震診断業務委託費や更新時期を迎える AED 機器購入費等を予
算計上しています。また、府の補助事業としてＪＲ笠置駅前広場整備事業を計上しています。
　民生費では、平成 28 年度からの継続事業である介護保険計画策定事業や、「京都式介護予防プログラム」
を学ぶ介護予防サポーター養成事業を予算計上しています。
　土木費では、平成 16 年度からの継続事業となっている町道笠置山線改良事業費や町営住宅の耐震診断や
バリアフリー化事業等を予算計上しています。
　教育費では、相楽東部広域連合への負担金を計上しており、小学校校内無線 LAN の整備工事や体育館東
側法面補強工事等実施されます。また本年度から新たに導入した笠置小学校及び教育支援学校小学部に在
籍する児童に対する修学旅行費と学校給食費の補助金を計上しています。
　公債費では、平成 25 年度に借入れた臨時財政対
策債や過疎対策事業債の元金償還が開始したこと
等により前年度に比べて 8,875 万円の増額となっ
ています。

笠　置　町

◦歳出　目的別で町民１人当たりにすると（一般会計）

　町民福祉のために（民生費） ………………………… 229,238 円
　町債の償還のために（公債費） ………………………… 70,628 円
　ごみ処理や健康を守るために（衛生費） …………… 100,369 円
　窓口のサービスのために（総務費） ………………… 236,733 円
　教育のために（教育費） ………………………………… 55,070 円
　火災予防等のために（消防費） ………………………… 43,422 円
　道路・河川・住宅などの整備のために（土木費） …… 141,088 円
　議会活動のために（議会費） …………………………… 31,113 円
　農林業基盤や事業振興のために（農林水産業費） …… 15,010 円
　商工業の振興のために（商工費） ……………………… 39,328 円
　予備費など（予備費・諸支出金） ………………………… 704 円
　町民１人当たりに使われるお金……………………… 962,702 円
　町民１人当たりが納めるお金………………………… 109,936 円
　１世帯当たりに使われるお金……………………… 2,085,366 円
　１世帯当たりが納めるお金…………………………… 238,139 円

平成 29 年 4 月 1 日現在
　人口　1,421 人　　　　世帯数　656 世帯

議会費　44,212

民生費　325,747

予備費　1,000諸支出金　1

衛生費
142,624

農林水産業費
21,329

町　税
156,219

町　債
122,400

諸収入　56,824

繰入金　68,682

府支出金
77,724

国庫支出金
129,383

使用料及び手数料
14,997

分担金及び負担金
2,002

繰越金　3,411

財産収入
5,454

寄付金　2

地方譲与税　6,000

地方特例交付金　72
自動車取得税交付金　1,500

配当割交付金　900
株式等譲渡所得割交付金　200

利子割交付金　230

ゴルフ場利用税交付金　38,000

地方交付税　
660,000

地方消費税交付金　24,000 総務費
336,398

公債費　100,362

商工費
55,885

土木費
200,486

消防費
61,702

教育費
78,254

⃝会計別予算の総括 （単位：千円、％）

会計区分 29 年度
予算額

28 年度
予算額

比較増減
額 増減率

一般会計 1,368,000 1,254,600 113,400 9.0

特別会計 676,483 647,907 28,576 4.4

国民健康保険特別会計 285,982 272,814 13,168 4.8

簡易水道事業特別会計 63,200 58,374 4,826 8.3

介護保険特別会計 261,769 255,978 5,791 2.3

後期高齢者医療特別会計 65,532 60,741 4,791 7.9

合　　計 2,044,483 1,902,507 141,976 7.5

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

₃



平成29年度　一般会計当初予算

30億1,950万円

～ずっと暮らしたい　活力と交流の茶源郷　和束をめざして～
◦当初予算の概要
　平成 29 年度の一般会計ほか６特別会計予算が３月の定例議会で可決されました。
一般会計と６特別会計を合わせた予算の総額は、51 億 7,666 万円で、4 月に町長選挙を控えていたことから骨格予算
として編成したため、前年度に比べ 5 億 3,520 万円の減額（9.4％減）となっています。
◦平成 29 年度当初予算の主な内容
　「お茶の京都」のターゲットイヤーとして、3 月に完成した和束町観光案内所でのお茶のふるまいや新緑の季節を満
喫できるイベントの開催、茶畑景観を間近にお茶を味わう「茶畑ハウス」の設置、サイクリング愛好家が安全に周遊観
光できる誘導ラインの整備など、交流人口の拡大に向けた予算を計上しています。
　住民の安心・安全な暮らしの実現に向けて、道路舗装や橋梁の長寿命化修繕工事を、また町内の交通安全灯（防犯灯）
の LED 化や維持管理経費に係る各行政区への助成事業を新たに計上しています。
　教育振興としては、小学校の空調整備工事や小・中学校のインターネット環境整備工事に係る相楽東部広域連合への
負担金を予算化するとともに魅力的な子育てに向けた和束保育園での英会話教育の実施や子育て世帯の負担軽減に向け
た医療費の無料化などの予算を計上しています。
　少子高齢化・過疎化が進行する中、平成 29 年度より相楽
東部未来づくりセンター（旧笠置第一保育園内）を拠点と
して、移住・定住促進や観光振興等の事業を笠置町・南山
城村とともに広域連携を図りながらまちづくりを進めます。

歳出　目的別で町民 1 人当たりにすると（一般会計）
　町民福祉のために（民生費） ……………………………171,249 円
　窓口のサービスのために（総務費） ……………………121,409 円
　ごみ処理や健康を守るために（衛生費） ………………108,241 円
　町債の償還のために（公債費） ………………………… 94,142 円
　道路・河川などの整備のために（土木費） …………… 67,121 円
　教育のために（教育費） ………………………………… 66,028 円
　火災予防等のために（消防費） ………………………… 45,487 円
　農林業基盤や事業振興のために（農林業費） ………… 26,907 円
　議会活動のために（議会費） …………………………… 13,631 円
　商工業の振興のために（商工費） ……………………… 13,620 円
　災害復旧のために（災害復旧費） ………………………… 2,067 円
　予備費など（予備費・諸支出金） ………………………… 1,212 円
　町民１人当たりに使われるお金…………………………731,114 円
　町民１人当たりが納めるお金…………………………… 89,334 円
　１世帯当たりに使われるお金…………………………1,761,669 円
　１世帯当たりが納めるお金………………………………215,257 円
平成 29 年 4 月 1 日現在
　人口　4,130 人　　　　世帯数 1,714 世帯

⃝会計別予算の総括 （単位：千円、％）

会計区分 29 年度
予算額

28 年度
予算額 比較増減額 増減率

　一　般　会　計 3,019,500 3,349,000 △ 329,500 △ 9.8

　特　別　会　計 2,157,160 2,362,860 △ 205,700 △ 8.7

湯船財産区特別会計 8,680 8,880 △ 200 △ 2.3

国民健康保険特別会計 905,100 1,028,200 △ 123,100 △ 12.0

（事業勘定） 805,500 918,200 △ 112,700 △ 12.3

（直営診療施設勘定） 99,600 110,000 △ 10,400 △ 9.5

簡易水道事業特別会計 386,180 474,940 △ 88,760 △ 18.7

下水道事業特別会計 215,600 198,840 16,760 8.4

介護保険特別会計 577,800 590,500 △ 12,700 △ 2.2

（保険事業勘定） 572,500 584,300 △ 11,800 △ 2.0

（サービス事業勘定） 5,300 6,200 △ 900 △ 14.5

後期高齢者医療特別会計 63,800 61,500 2,300 3.7

合　　計 5,176,660 5,711,860 △ 535,200 △ 9.4

和　束　町

議会費　56,295

民生費
707,260

予備費　5,000諸支出金　5

災害復旧費
8,536

衛生費
447,036

農林業費
111,127

町　税
368,950町　債

327,000
諸収入
35,485

繰入金
121,481

府支出金
168,715

国庫支出金
242,394

使用料及び手数料
31,334

分担金及び負担金
73,122

交通安全対策
特別交付金　200

繰越金
5,000

財産収入
912

寄付金　1

地方譲与税　26,707

地方特例交付金　477
自動車取得税交付金　8,094

配当割交付金　2,954
株式等譲渡所得割交付金　1,583

利子割交付金　574

ゴルフ場利用税交付金　11,982

地方交付税　
1,523,025

地方消費税交付金　69,510
総務費
501,419

公債費　388,808

商工費
56,250

土木費
277,209

消防費
187,859

教育費
272,696歳 入

（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

₄



平成29年度　一般会計当初予算

24億4,185万円

◦当初予算の概要
　平成 29 年度の一般会計予算ほか５特別会計が３月の定例議会で可決されました。
一般会計と５特別会計を合わせた予算の総額は、37 億 3,465 万円で前年度に比べ 8 億 1,961 万円の減額（18.0％減）
となっています。一般会計の予算規模は、前年度に比べ 8 億 1,073 万円の減額（24.9％減）となりました。４月から
この予算に基づいて新年度事業を展開していきます。

南　山　城　村

議会費　51,390

民生費
428,904

予備費　5,000

衛生費
334,858

農林水産業費
141,270

村　税
300,948

村　債
231,300

諸収入
77,823

繰入金
145,105

府支出金
120,018
国庫支出金
197,431

使用料及び手数料
37,443

交通安全対策特別交付金　500分担金及び負担金
5,409

繰越金
7,500

財産収入
1,180

寄付金
15,000

地方譲与税　23,000

地方特例交付金　600
自動車取得税交付金　6,000

配当割交付金　2,000
株式等譲渡所得割交付金　1,000

利子割交付金　600

ゴルフ場利用税交付金　65,000

地方交付税
1,160,000

地方消費税交付金　44,000 総務費
596,288

公債費　282,968

商工費
19,073

土木費
267,993

災害復旧費
2,000

教育費　185,513

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

消防費
126,600

歳出　目的別で村民１人当たりにすると　（一般会計）

　村民福祉のために（民生費） …………………………… 151,129 円
　村債の償還のために（公債費） …………………………… 99,707 円
　ごみ処理や健康を守るために（衛生費） ……………… 117,991 円
　窓口のサービスのために（総務費） …………………… 210,109 円
　教育のために（教育費） …………………………………… 65,368 円
　火災予防等のために（消防費） …………………………… 44,609 円
　道路・河川・住宅などの整備のために（土木費） ……… 94,430 円
　議会活動のために（議会費） ……………………………… 18,108 円
　農林業基盤や事業振興のために（農林水産業費） ……… 49,778 円

⃝平成 29 年度 一般会計当初予算の主な事業 （単位：千円）

事業名 事業内容 予算額

農業基盤を整備
する事業

田山地内におけるバチギ農道の改修を実
施する。 10,470

道路を整備する
事業

大河原東和束線・法ヶ平尾立石線の道路
改良及び大河原島ヶ原線外路線の舗装修
繕等を実施する。

164,170

消防施設を整備
する事業

老朽化した消防積載車を更新するため、
小型動力ポンプ付積載車を購入する。 4,000

農業後継者育成
事業

南山城村地域創生総合戦略に基づき、農
業の担い手の確保と後継者の育成を図る
ため、新規就農者並びに就農を計画する
者を対象に給付金等を支給する。

11,050

バスの運行に関
する事業

通勤、通学等のための村営バス及びコミュ
ニティバスの大幅な増便及び「道の駅」
を通る新規ルートの設定による利便性の
向上を図り、公共交通網を確保する。

18,220

若者チャレンジ
事業

南山城村在住者等をはじめ中心メンバーが
若者の青年団体から応募された企画から、
南山城村地域創生総合戦略に関連する優
秀な企画に補助金を交付する。

500

福祉施設等整備
調査事業

超高齢化社会を迎える南山城村において、
介護サービスを必要とする高齢者の福祉施
設整備に関する調査を行う。

2,360

未給水地域解消
対策事業

水道の未給水地域（野殿・童仙房）の飲
料水確保対策として、現状の水質状態を
把握し、未給水地域解消計画を策定する。

1,000

⃝会計別予算の総括 （単位：千円、％）

会計区分 29年度
予算額

28年度
予算額 比較増減額 増減率

　一　般　会　計 2,441,857 3,252,590 △ 810,733 △ 24.9

　特　別　会　計 1,292,798 1,301,680 △ 8,882 △ 0.7

国民健康保険特別会計 548,323 504,450 43,873 8.7

簡易水道事業特別会計 257,997 334,028 △ 76,031 △ 22.8

後期高齢者医療特別会計 46,488 45,082 1,406 3.1

介護保険特別会計 362,064 337,330 24,734 7.3

（保険事業勘定） 360,434 335,580 24,854 7.4

（介護サービス事業勘定） 1,630 1,750 △ 120 △ 6.9

高度情報ネットワーク
特別会計 77,926 80,790 △ 2,864 △ 3.5

　合　　計 3,734,655 4,554,270 △ 819,615 △ 18.0

　災害復旧のために（災害復旧費） …………… 705 円
　商工業の振興のために（商工費） ………… 6,721 円
　予備費など（予備費・諸支出金） ………… 1,762 円
　村民１人当たりに使われるお金………… 860,417 円
　村民１人当たりが納めるお金…………… 106,042 円
　１世帯当たりに使われるお金………… 1,953,486 円
　１世帯当たりが納めるお金……………… 240,758 円

平成 29 年４月１日現在 
　人口　2,838 人　　　　世帯数　1,250 世帯

₅



まち・むらの話題まち・むらの話題

笠置さくらまつり　～春の訪れ～
　４月９日（日）、今年も「笠置さくらまつり」が笠
置キャンプ場内のさくら並木で開かれ、笠置町商工会
や町内外出店者による模擬店や地域の特産品の販売な
どがおこなわれました。笠置町観光大使のゆるキャラ

「笠やん」も登場し、記念撮影を求めるみなさんで会
場は大賑わいとなりました。午後にはフォトコンテス
トの表彰もおこなわれました。コンテストには笠置の
四季折々を切り取った力作が今年も多数応募され、そ
の中から、最優秀賞 1 点、優秀賞 1 点、佳作 2 点が決
定しました。
　当日は時折雨が降り、あいにくの空模様でしたが、
日本さくらの名所 100 選に選ばれた桜並木が、今年の
春の訪れを告げていました。

笠置町

道の駅グランドオープン 南山城村

　４月 15 日（土）、京都の東の玄関口となる道
の駅「お茶の京都みなみやましろ村」がグランド
オープンし、府内外から多くの人が訪れました。
　当日は、オープニングセレモニーとして和太鼓
演奏と記念式典のあと、午前９時からくす玉を
割って道の駅がオープン。村の特産品のお茶や農
産物、株式会社南山城の独自ブランド商品などを
扱う店内は、多くのお客さんで賑わいました。ま
た、お茶の京都博として宇治茶 BAR での村茶の
提供や、里ロビンさんによる道の駅のテーマソン
グの発表など多くの催しもあり、14,000 人が訪
れ大盛況となりました。

茶茶ちゃんも一緒にPRしてきました
　4 月 8 日（土）におこなわれた「春の全国交通安全運動行
事南山城村道の駅広報啓発活動」に茶茶ちゃんが出演しま
した。当日は、三重県伊賀市の忍者や、南山城村の茶摘み
娘のみなさんと一緒に啓発グッズの配布や呼びかけをおこ
ないました。
　道の駅がプレオー
プンということもあ
り、多くのご家族に
呼びかけをおこなう
ことができました。
　みなさんも、交通
安全には十分気をつ
けて春をお過ごしく
ださい。

和束町長に堀 忠雄 氏
　任期満了に伴う４月 16 日（日）執行の町
長選挙により、堀 忠雄氏が当選され４月 22
日（土）に町長に就任されました。
　任期は４月 22 日から平成 33 年４月 21 日
までです。

和束町

　和束町長
　堀 忠雄氏（71 歳）

　昭和 45 年（1970 年）に和束町
　役場に入り、活性企画部長、
　経済建設部長等を歴任。

多くのお客さんで賑わう「お茶の京都　みなみやましろ村」店内

道の駅で記念撮影

賑わいを見せる笠置さくらまつり
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行　政（人事異動）行　政（人事異動）

◇　

相
楽
東
部
未
来
づ
く
り
セ
ン
タ
ー　

◇

　

青
木　

真
也　
　

主
幹（
京
都
府
職
員
・
山
城
広
域
振
興
局
企
画
振

　
　
　
　
　
　
　
　

興
室
副
室
長
）

　

西
村　
　

治　
　

主
査
（
笠
置
町
職
員
・
税
住
民
課
主
任
）

　

中
尾　

政
弘　
　

課
長
補
佐
（
和
束
町
職
員
・
福
祉
課
福
祉
係
長
）

　

阿
部　

真
伸　
　

係
長
（
南
山
城
村
職
員
・
税
財
政
課
係
長
）

◇　

相
楽
東
部
広
域
連
合　

◇

【
異　

動
】　

　

市
田　

精
志　
　

総
務
課
長
（
笠
置
町
建
設
産
業
課
長
）

　

由
本　

好
史　
　

笠
置
町
税
住
民
課
長
（
総
務
課
長
）　

◇　

教
育
委
員
会　

◇

新
し
く
着
任
さ
れ
た
先
生
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
職
名
・
氏
名
（
前
任
校
・
役
職
）

【
笠
置
小
学
校
】

　

校　

長　

岡
田　

し
げ
子　
（
相
楽
台
小
学
校 

校
長
）

　

教　

諭　

三
桝　

彰
子　
　
（
和
束
小
学
校 

教
諭
）

　

教　

諭　

多
々
納　

絢
香　
（
新
規
採
用
）

【
和
束
小
学
校
】

　

教　

諭　

竹
岸　

裕
美　
　
（
さ
く
ら
小
学
校 

教
諭
）

　

教　

諭　

大
田　

恵
子　
　
（
和
束
小
学
校 

教
諭
）〈
再
任
用
〉

【
南
山
城
小
学
校
】

　

校　

長　

吉
田　

隆
司　
　
（
山
田
荘
小
学
校 

教
頭
）

　

教　

諭　

炭
本　
　

純　
　
（
宇
治
小
学
校 

教
諭
）

　

養　

教　

三
橋　

祐
希　
　
（
新
規
採
用
）

【
和
束
中
学
校
】

　

校　

長　

岡
田　

善
行　
　
（
和
束
中
学
校 

教
頭
）

　

教　

頭　

瀬
尾　

充
央　
　
（
男
山
中
学
校 

教
諭
）

　

教　

諭　

栗
山　

智
美　
　
（
男
山
中
学
校 

教
諭
）

　

教　

諭　

西
山　

祐
也　
　
（
西
小
倉
中
学
校 

教
諭
）

　

事　

務　

松
本　

有
恵　
　
（
新
規
採
用
）

【
笠
置
中
学
校
】

　

校　

長　

段
野　

雅
之　
　
（
精
華
西
中
学
校 

教
頭
）

　

教　

諭　

中
川　
　

浩　
　
（
和
束
中
学
校 

教
諭
）

　

教　

諭　

西
尾　

た
え　
　
（
京
田
辺
中
学
校 

教
諭
）

　

教　

諭　

萩
野　

憲
太
郎　
（
新
規
採
用
）

教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
の
異
動

　

北　
　

卓
也　

生
涯
学
習
課
長
補
佐
（
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
）

　

松
本　

久
代　

学
校
教
育
課
教
育
総
務
係
長
兼
学
校
教
育
係
長

　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
主
任
）

　

藤
森　

雅
彦　

生
涯
学
習
課
主
任 

南
山
城
村
分
室
勤
務

　
　
　
　
　
　
　
（
南
山
城
村
産
業
生
活
課
主
事
）

　

野
依　

航
平　

生
涯
学
習
課
主
事 

笠
置
町
分
室
勤
務

　
　
　
　
　
　
　
（
笠
置
町
建
設
産
業
課
主
事
補
）

平
成
29
年
４
月
１
日
付
（　

）
内
は
旧
役
職
名

※
係
長
級
以
上
の
異
動
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇　

笠　
置　
町　

◇

【
異　

動
】　

　

青
柳　

良
明　
　

参
与

　

東　
　

達
広　
　

地
方
創
生
担
当
参
事
兼
保
健
福
祉
課
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課
長
）

　

石
川　

久
仁
洋　

建
設
産
業
課
長
（
税
住
民
課
長
）

　

由
本　

好
史　
　

税
住
民
課
長
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
）

　

市
田　

精
志　
　

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
（
建
設
産
業
課
長
）

　

小
林　

慶
純　
　

企
画
観
光
課
長
（
企
画
観
光
課
長
補
佐
）

　

穂
森　

美
枝　
　

議
会
事
務
局
長
（
議
会
事
務
局
長
補
佐
）

　

大
西　

清
隆　
　

建
設
産
業
課
長
補
佐
（
建
設
産
業
課
主
査
）

　

吉
田　

和
秀　
　

保
健
福
祉
課
長
補
佐
（
保
健
福
祉
課
主
査
）

　

藤
田　

利
則　
　

議
会
事
務
局
長
補
佐
（
議
会
事
務
局
長
）

　
（
再
任
用
職
員
）　　
　

【
新
規
採
用
】

　

野
村　

大
志　
　

保
健
福
祉
課
保
健
師

　

小
谷　

拡
大　
　

建
設
産
業
課
主
事　

　

佐
野　

巧
樹　
　

総
務
財
政
課
主
事

【
出
向
・
派
遣
】

　

矢
野　

邦
彦　
　

京
都
地
方
税
機
構
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
）

　

永
江　
　

匠　
　

京
都
府
出
向（
企
画
観
光
課
主
任
）

　

野
依　

航
平　
　

相
楽
東
部
広
域
連
合
主
事
（
建
設
産
業
課
主
事
補
）

【
退
職
者
】
※
平
成
29
年
3
月
31
日
付

　

山
本　

和
宏　
　

企
画
観
光
課
長

◇　

和　
束　
町　

◇

【
異　

動
】　

　

八
木　

雅
子　
　

和
束
保
育
園
長
（
和
束
保
育
園
長
補
佐
）

　

小
渡　

ま
り
子　

診
療
所
看
護
師
長
（
診
療
所
主
任
看
護
師
）

　

島
川　

昌
代　
　

議
会
事
務
局
長
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
会
事
務
局
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱
）

　

犬
石　

剛
史　
　

地
域
力
推
進
課
長
兼
企
画
係
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
職
員
）

　

和
賀　
　

聡　
　

農
村
振
興
課
主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
村
振
興
課
主
幹
兼
振
興
係
長
事
務
取
扱
）

　

古
田　

良
明　
　

京
都
府
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
力
推
進
課
長
兼
企
画
係
長
事
務
取
扱
）

　

北　
　

広
光　
　

福
祉
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長
事
務
取
扱
兼

　
　
　
　
　
　
　
　

福
祉
係
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長
事
務
取
扱
）

　

榎
木　

由
佳　
　

和
束
保
育
園
長
補
佐
（
和
束
保
育
園
保
育
士
）

　

北　
　

淳
司　
　

農
村
振
興
課
長
補
佐
兼
振
興
係
長
事
務
取
扱

　
（
再
任
用
職
員
）　
　
（
議
会
事
務
局
長
）

　

冨
岡　

初
代　
　

和
束
保
育
園
主
任
保
育
士
兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

勤
務
（
和
束
保
育
園
保
育
士
）

【
出
向
・
派
遣
】

　

田
中　

秀
一　
　

京
都
府
出
向
（
建
設
事
業
課
主
事
）

　

吉
田　
　

惠　
　

京
都
地
方
税
機
構
派
遣
勤
務
（
総
務
課
主
事
）

【
新
規
採
用
】

　

齊
藤　

修
平　
　

建
設
事
業
課
主
事

　

吉
本　
　

光　
　

総
務
課
主
事

　

藤
川　

智
紀　
　

農
村
振
興
課
主
事

　

阪
谷　

智
子　
　

税
住
民
課
主
事

　

吉
岡　

眞
梨
伽　

和
束
保
育
園
保
育
士

【
退
職
者
】　

※
平
成
29
年
3
月
31
日
付

　

北　
　

淳
司　
　

議
会
事
務
局
長

　

岡
田　

真
里
子　

和
束
保
育
園
長

　

宮
﨑　

貴
子　
　

和
束
保
育
園
主
任
保
育
士

　

磯
部　

あ
ゆ
子　

福
祉
課
保
健
師

　

田
野　

裕
晃　
　

農
村
振
興
課
主
事

◇　

南
山
城
村　

◇

【
異　

動
】　

　

辰
巳　
　

均　
　

総
務
課
長
（
議
会
事
務
局
長
）

　

栗
本　

保
代　
　

議
会
事
務
局
長
（
会
計
管
理
者
）

　

廣
尾　

真
智
子　

会
計
管
理
者
（
建
設
水
道
課
長
補
佐
）

　

米
澤　

昌
樹　
　

保
健
福
祉
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
財
政
課
係
長　

京
都
地
方
税
機
構
）

　

土
井　
　

充　
　

保
健
福
祉
課
長
補
佐
（
保
健
福
祉
課
係
長
）

　

奥
西　

秀
樹　
　

建
設
水
道
課
長
補
佐
（
建
設
水
道
課
係
長
）

　

豊
田　

素
大　
　

む
ら
づ
く
り
推
進
課
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
主
任　

相
楽
東
部
広
域
連
合
）

【
派　

遣
】

　

井
上　

充
代　
　

税
財
政
課
係
長　

京
都
地
方
税
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課
係
長
）

　

松
本　

久
代　
　

総
務
課
係
長　

相
楽
東
部
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
主
任　

相
楽
東
部
広
域
連
合
）

　

藤
森　

雅
彦　
　

総
務
課
主
任　

相
楽
東
部
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
生
活
課
主
事
）

【
新
規
採
用
】

　

中
岡　

沙
妃　
　

保
健
福
祉
課
主
事

　

桑
田　

南
美　
　

保
健
福
祉
課
主
事
兼
保
健
師

　

北　
　

涼
平　
　

総
務
課
主
事

【
退
職
者
】　

※
平
成
29
年
３
月
31
日
付

　

山
本　

隆
弘　
　

総
務
課
長

　

山
仲　

昌
子　
　

保
健
福
祉
課
長
補
佐
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

補
佐
兼
保
健
師
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シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
26
　
肺
結
核
症
を
克
服
し
よ
う

　

日
本
で
の
結
核
症
は
新
規
患

者
の
発
生
数
が
最
高
時
の
１
／
45

に
減
少
し
「
昔
の
病
気
」
と
見

ら
れ
が
ち
で
す
が
、
世
界
で
は

猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
の
世
界
の
死
者

は
１
５
０
万
人
で
エ
イ
ズ
を
上

回
り
、
全
て
の
感
染
症
の
中
で

最
多
で
す
。
平
成
26
年
度
の
京

都
府
（
京
都
市
を
除
く
）
結
核

新
登
録
者
数
は
１
７
７
人
で
前

年
よ
り
７
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

幸
い
山
城
南
地
域
で
の
新
登

録
者
は
10
人
で
（
木
津
川
市
５
、

精
華
町
４
、
笠
置
町
１
）
前
年

度
よ
り
８
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

肺
結
核
症
は
主
に
飛
沫
感
染

で
吸
い
込
ん
だ
結
核
菌
が
肺
に

入
り
込
み
病
巣
を
つ
く
り
ま
す

が
、
感
染
し
た
か
ら
と
言
っ
て

全
て
の
人
が
発
症
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
免
疫
の
働
き

に
よ
っ
て
結
核
菌
が
抑
え
込
ま

れ
る
た
め
、
発
症
は
し
な
い
の

で
す
。
免
疫
の
働
き
が
低
下
す

る
と
菌
の
増
殖
が
抑
え
き
れ
な

く
な
り
、
発
病
し
ま
す
。
都
市

部
に
お
け
る
発
生
数
の
多
さ
、

さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
持
つ
高

齢
者
や
社
会
的
経
済
的
弱
者
の

増
加
、
が
ん
化
学
療
法
・
ス
テ

ロ
イ
ド
治
療
・
免
疫
抑
制
剤
の

使
用
の
増
加
、
外
国
出
生
者
の

増
加
な
ど
が
日
本
が
低
蔓
延
国

で
な
い
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

日
本
で
の
大
き
な
特
徴
は
75

歳
以
上
が
約
半
数
を
占
め
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
高
齢
者

で
は
呼
吸
器
症
状
が
乏
し
い
と

か
、
認
知
症
の
た
め
症
状
を
訴

え
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
っ

た
点
が
診
断
の
遅
れ
の
原
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
重

症
化
す
る
こ
と
が
多
く
、
80
歳

以
上
で
は
約
40
％
が
死
亡
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
咳
や
痰
が

長
引
い
た
り
、
血
痰
・
胸
痛
・

微
熱
が
あ
れ
ば
医
師
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
や
喀
痰
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
り
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
生

活
を
し
ま
し
ょ
う
。
外
出
先
か

ら
帰
っ
た
ら
う
が
い
・
手
洗
い

を
励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
は
感
染
前

接
種
で
発
症
、
重
症
化
を
防
ぎ

ま
す
。
ま
た
、40
年
ぶ
り
に
「
ベ

ダ
キ
リ
ン
」「
デ
ラ
マ
ニ
ド
」
と

い
う
２
つ
の
新
薬
が
登
場
し
、

結
核
菌
が
体
に
入
ら
な
い
よ
う

に
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
他
に
、

感
染
後
に
打
っ
て
も
発
症
を
抑

制
す
る
と
い
う
画
期
的
な
ワ
ク

チ
ン
も
開
発
さ
れ
、
新
た
な
治

療
の
光
が
み
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
日
本
で
は
新
た
に
２
万

人
の
患
者
が
発
生
し
２
千
人
以

上
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
こ
の

状
況
は
他
の
先
進
国
と
比
べ
る

と
一
番
高
く
、
ま
だ
ま
だ
結
核

は
気
を
許
せ
な
い
伝
染
病
で
す
。

精
華
町 

藤
木
医
院　
　
　
　

　
　

藤
木　

新
治

　

平
成
26
年
10
月
1
日
か
ら
定
期
接
種
に
な
り
ま
し
た
。

　

定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
方
は
毎
年
異
な
る
た
め
、
こ
の

機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

今
年
度
対
象
と
な
る
の
は
左
記
の
方
で
す

　
（
接
種
期
間
は
平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
）。

①
平
成
29
年
度
に
次
の
年
齢
と
な
る
方
→
個
別
に
通
知
し
ま
す

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼

　

吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

　

の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方

※
①
②
に
該
当
さ
れ
る
方
で
も
、
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

　

ン
（
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
【
ワ
ク
チ
ン
名
：
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ

　

ク
ス
】）
を
接
種
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
定
期
接
種

　

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
接
種
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

　

の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

和
束
町
福
祉
課　
　

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
６
（
直
通
）

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４
（
直
通
）

　

平
成
29
年
度
よ
り
名
称
を
新
た
に
「
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
い
き
い

き
」
を
開
き
ま
す
。
老
い
へ
の
不
安
、
一
人
へ
の
不
安
、

介
護
に
関
す
る
こ
と
な
ど
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
交

流
で
き
る
場
所
で
す
。
今
回
は
身
近
に
起
こ
り
え
る
消
費

者
被
害
に
つ
い
て
も
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日　

時　

５
月
18
日 

（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場　

所　

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
旧
保
育
園
施
設

　
　
　
　
（
い
き
い
き
元
気
広
場
）

内　

容　

音
楽
と
い
っ
ぱ
い
し
ゃ
べ
っ
て
情
報
交
換
、

　
　
　
　

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
、
お
い
し
い
お
や
つ
と
お
茶

　
　
　
　

で
交
流 

問
合
せ　

南
山
城
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・

93
・
０
２
９
４

第
１
回
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
い
き
い
き

の
お
し
ら
せ
（
南
山
城
村
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

保健・福祉保健・福祉

年齢 対象生年月日

65 歳 昭和 27 年 4 月 2 日生～
昭和 28 年 4 月 1 日生の方

70 歳 昭和 22 年 4 月 2 日生～
昭和 23 年 4 月 1 日生の方

75 歳 昭和 17 年 4 月 2 日生～
昭和 18 年 4 月 1 日生の方

80 歳 昭和 12 年 4 月 2 日生～
昭和 13 年 4 月 1 日生の方

85 歳 昭和 7 年 4 月 2 日生～
昭和 8 年 4 月 1 日生の方

90 歳 昭和 2 年 4 月 2 日生～
昭和 3 年 4 月 1 日生の方

95 歳 大正 11 年 4 月 2 日生～
大正 12 年 4 月 1 日生の方

100 歳 大正 6 年 4 月 2 日生～
大正 7 年 4 月 1 日生の方

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8 時 30 分～

午後 0 時 30 分
診療時間 午前 9 時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
6 月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目

6 月 4 日（日） 内科・小児科

6 月 11 日（日） 内科

6 月 18 日（日） 内科

6 月 25 日（日） 内科・小児科
※ 5 月分については広報れんけい 4 月号をご覧
　ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎ 0774・73・9988（直通）
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和
束
荘
で
と
も
に
働
く
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す

　

和
束
青
少
年
山
の
家
が
昨
年
７
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
和
束
荘
と
な
っ
て
か
ら
９
ヶ

月
が
経
ち
ま
し
た
。
ご
宿
泊
、
ご
宴
会
と
も
に

多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、

こ
の
度
、
和
束
荘
で
は
こ
れ
か
ら
一
緒
に
働
い

て
く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
と
も
に
働
く
ス

タ
ッ
フ
み
ん
な
で
、
和
束
荘
を
ど
ん
ど
ん
楽
し

い
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

仕
事
内
容
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
食
事
の

配
膳
や
客
室
の
清
掃
、
調
理
補
助
等
。
興
味
の

あ
る
方
に
は
フ
ロ
ン
ト
業
務
に
も
携
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
空
い
て
い
る

時
間
を
利
用
し
て
、
自
分
の
得
意
を
活
か
し
て
、

働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
勤
務
時
間
は
午
前
8
時

～
午
後
10
時
の
間
で
ご
希
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
時
給
は
８
３
５
円
か
ら
と
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

京
都
和
束
荘
担
当　

福
路

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
２
６
０
３

　
　
　
　

w
azukaso@

chagenkyo.com

民
泊
受
入
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
「
子
供
達
と
感
動
の
場
を
共
有
し
ま
せ
ん
か
？
」

修
学
旅
行
や
野
外
活
動
な
ど
で
訪
れ
た
子
供
た
ち

と
、一
緒
に
日
常
の
作
業
を
し
た
り
、料
理
を
作
っ

た
り
し
て
く
だ
さ
る
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

手
配
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
安
全
対
策
な
ど

は
、事
務
局
が
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特
別
な
こ
と
は
不
要
で
す
。（
各
家
庭
に
は
体
験

指
導
料
と
し
て
、
受
入
1
人
に
つ
き
５
５
０
0
円

～
を
お
支
払
い
し
ま
す
）

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
（
一
財
）
和
束
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

担
当　

中
西
・
下
村

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
３
９
６

村
民
農
園
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

　

南
山
城
村
で
は
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
な
ど
に
よ
り
年
々
増
加
す
る
遊
休
農
地
の
解

消
に
努
め
る
た
め
に
、
村
民
農
園
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
こ
の
村
民
農
園
は
、
収
穫
の
喜
び
を

味
わ
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、
家
族
や
利
用
者
と

地
域
住
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
。

利
用
期
間　

利
用
許
可
日
か
ら
３
年
間

利
用
料　

１
区
画（
45
平
米
）に
つ
き
年
額

　
　
　
　

２
０
０
０
円

申
込
み
方
法

　

産
業
生
活
課
に
設
置
し
て
あ
る
申
請
用
紙
に

　

記
入
し
、
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
申
込
申
請
様

　

式
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入

　

の
う
え
産
業
生
活
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

場　

所　

南
山
城
村
大
字
田
山
小
字
福
傳
43
番
地

　
　
　
　

南
山
城
村
大
字
北
大
河
原
小
字
釜
ノ
子

　
　
　
　

53
番
地

問
合
せ　

南
山
城
村
産
業
生
活
課　

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
５

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

﹃
多
肉
植
物
の
壁
か
け
風
寄
せ
植
え
教
室
﹄

実
施
日　

５
月
23
日
（
火
）

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

講　

師　

勝
田
智
子
さ
ん

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
た
だ
し
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

２
０
０
０
円
（
材
料
費
＋
講
習
料
）

　
　
　
　

当
日
徴
収
し
ま
す

定　

員　

先
着　

各
10
人

持
ち
物
等　

手
袋
・
割
り
箸
・
ピ
ン
セ
ッ
ト
・
小

　
　
　
　

ぶ
り
の
ス
コ
ッ
プ
（
カ
レ
ー
ス
プ
ー

　
　
　
　

ン
可
）

申
込
受
付　

５
月
８
日
（
月
）
～
17
日
（
水
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム

　
　
　
　

ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

﹃
絵
画
教
室
﹄

実
施
日　

５
月
31
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ス
ケ
ッ
チ
工
房　

主
宰　

小
田 

茂
さ
ん

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
た
だ
し
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

６
０
０
円
（
講
習
料
・
材
料
費
）

定　

員　

先
着
10
人

持
ち
物　

対
象
物（
自
分
の
描
き
た
い
も
の
を
持
参
）

　
　
　
　
（
画
材
・
用
紙
等
は
準
備
し
ま
す
）

申
込
受
付　

５
月
10
日
（
水
）
～
19
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム

　
　
　
　

ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。

女
性
学
講
座

﹃
手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室
﹄

実
施
日　

６
月
11
日
（
日
）

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

講　

師　

森
口
と
も
こ 

さ
ん
（
ア
ク
セ
サ
リ
ー

　
　
　
　

講
師
・
タ
イ
ル
ワ
ー
ク
講
師
）

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
た
だ
し
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

６
０
０
円
（
講
習
料
・
材
料
費
）

定　

員　

先
着
10
人

持
ち
物　

な
し
（
お
持
ち
の
場
合
は
ラ
ジ
オ
ペ

　
　
　
　

ン
チ
、
平
ヤ
ッ
ト
コ
）

申
込
受
付　

５
月
22
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム

　
　
　
　

ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

５
月
11
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

『
英
会
話
教
室
』

⃝
和
束
町
教
室

実
施
日　

５
月
１
日
（
月
）・
15
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

⃝
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

５
月
10
日
（
水
）・
24
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

お
し
ら
せ

ま
ち
・
む
ら

か
ら
の

お
し
ら
せ

まち・むらからのおしらせまち・むらからのおしらせ

おわびと訂正：4 月号で下記のとおり間違いがありましたので、訂正してお詫びいたします。
　　　　　　　5 ページ　旧山仲邸「やまんなか」の開館時間
　　　　　　　午前 9 時から午後 4 時（誤）　→　午前 10 時から午後 4 時（正）

講
　
座

₉



『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

５
月
28
日
（
日
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

人
権
相
談
・
行
政
相
談
︵
笠
置
町
︶

実
施
日　

５
月
16
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

笠
置
会
館
１
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

行
政
相
談
︵
和
束
町
︶

実
施
日　

５
月
22
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場　

１
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

人
権
相
談
︵
和
束
町
︶

実
施
日　

５
月
26
日
（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

人
権
・
困
り
ご
と
相
談︵
南
山
城
村
︶

実
施
日　

５
月
22
日
（
月
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

まち・むらからのおしらせまち・むらからのおしらせ

　

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
を
小
中
学
校
に
通
学
さ
せ
る
に

あ
た
り
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
っ
て
学
習
に
必
要
な
文
房
具
や

通
学
用
品
な
ど
の
購
入
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
保
護
者
に
対
し
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
学
校
の
担
任
の
先
生
に
相
談
さ
れ
る
か
教
育
委
員

会
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
費
用

①
学
用
品
費
等
（
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。）

　

学
用
品
費
・
通
学
用
品
費（
一
年
生
を
除
く
）・
校
外
活
動
費
・

　

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
（
一
年
生
の
み
）・
修
学
旅
行
費
・

　

ス
キ
ー
学
習
費
（
中
学
校
の
み
）・
体
育
実
技
用
具
費
（
中
学

　

校
の
み
）・
ク
ラ
ブ
活
動
費
・
生
徒
会
費
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

②
学
校
給
食
費

③
医
療
費
（
通
学
す
る
学
校
で
、
医
療
券
の
申
請
が
必
要
）

　

対
象
病
名
：
ト
ラ
コ
ー
マ
・
結
膜
炎
・
慢
性
副
鼻
腔
炎
・
中
耳

　

炎
・
寄
生
虫
病
な
ど

対
象
者

　

申
請
時
に
お
い
て
、
次
の
ア
か
ら
ク
に
該
当
す
る
世
帯

ア 

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停
止
又
は
廃
止
を
受
け
た
世
帯

イ 

市
町
村
民
税
が
非
課
税
又
は
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

ウ 

個
人
事
業
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

エ 

固
定
資
産
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

オ 

国
民
年
金
保
険
料
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

カ 

国
民
健
康
保
険
料
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

キ 

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
世
帯

ク 

学
校
長
又
は
民
生
（
児
童
）
委
員
が
特
に
援
助
が
必
要
と
認
め

　　

る
世
帯

申
請
方
法

　

希
望
者
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う
え
、
児

童
生
徒
の
通
学
し
て
い
る
学
校
又
は
教
育
委
員
会
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

郵
送
で
の
提
出
は
不
可
で
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

就
学
援
助
費
制
度
の
お
し
ら
せ

※ただし、地方公務員法第 16 条各号に規定されている次のいずれかに該
　当する人は、受験できません。
　地方公務員法第 16 条の規定に該当する人
　　1．成年被後見人又は被保佐人（法改正の経過措置として準禁治産者を
　　　　含む）
　　2．禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受
　　　　けることがなくなるまでの人

２．試験実施日及び内容
　第１次試験　５月 26 日（金）午後５時 15 分までに提出され
　　たエントリーシートによる書類選考を実施します。
　　結果は、合格・不合格にかかわらず、本人に通知いたします。
　第２次試験　実施日　６月 11 日（日）
　　試験内容　筆記試験・個人面接
３．応募受付期間
　５月１日（月）から５月 26 日（金）まで（但し、閉庁日は
　除く）午前８時 30 分から午後５時 15 分まで
　郵送の場合は封筒の表に「採用試験受験書類在中」と朱書き
　し、必ず簡易書留で送付してください。（5月26日（金）必着）

和束町職員（保健師）を募集します
1．職種・採用予定人数・応募資格
職　　種 採用予定人数 応募資格

保健師 １名
保健師の免許を有する人、又は取得できる
見込のある昭和 52 年４月２日以降に生まれ
た人

４．提出書類
　◦和束町職員採用試験申込書（和束町役場総務課にあります）
　◦和束町職員採用試験エントリーシート
　　（和束町役場総務課にあります）
　　ホームページでもダウンロードができます。
　　http://www.town.wazuka.lg.jp/
　◦履歴書
　　（市販のものに、最近６か月以内に撮影した写真を貼付）
　◦免許等　保健師免許の写し又は取得見込証明書
　◦受験票返信用封筒（長３サイズ 120mm×235mm の封筒
　　に返信宛名を明記し、392 円分（簡易書留）の切手を貼付）
５．採用予定日　平成 29 年 7 月 1 日
６．給与等
　　和束町職員の給与に関する条例の規定に基づき支給され
　　ます。
７．受付場所・応募についての問合せ先
　　〒 619-1295
　　京都府相楽郡和束町大字釜塚小字生水 14 番地の２
　　和束町役場総務課
　　☎ 0774・78・3001（直通）内線 315

相
談
・
そ
の
他

�



ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

︵
障
害
者
移
動
支
援
従
業
者
養
成
研

修
︶の
ご
案
内

　

障
害
の
あ
る
方
の
外
出
に
付
き
添
う
お
仕
事

に
興
味
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

い
づ
み
福
祉
会
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
の
外

出
を
支
援
す
る
際
の
知
識
と
留
意
点
に
つ
い
て

学
ぶ
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
を
開
講
し

ま
す
。

　

３
日
間
の
講
習
・
演
習
で
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

６
月
４
日
（
日
）、
11
日
（
日
）　

　
　
　
　

両
日
共
に
午
前
９
時
～
午
後
６
時
頃

　
　
　
　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

そ
の
他
演
習
１
日
（
６
時
間
）

会　

場　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
い
づ
み

　
　
　
　

木
津
川
市
加
茂
町
里
南
古
田
１
５
６

　
　
　
　

番
地 

加
茂
支
所
３
階

　
　
　
　

※
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
よ
り
徒
歩
５
分
（
駐

　
　
　
　
　

車
場
は
あ
り
ま
す
）

講
習
料　

５
０
０
０
円

定　

員　

30
人
（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

締　

切　

５
月
26
日
（
金
）

申
込
方
法　

住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、生
年

　
　
　
　

月
日
、
連
絡
先
（
電
話
番
号
・
携
帯

講
　
座

そ
の
他
　
　

お
し
ら
せ

無
料
法
律
相
談
︵
南
山
城
村
︶

実
施
日　

５
月
22
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談
︵
笠
置
町
︶

実
施
日

場　

所

５
月

16
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

26
日
（
金
）
笠
置
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

健
康
相
談
︵
南
山
城
村
︶

実
施
日

場　

所

５
月

17
日
（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

19
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

26
日
（
金
）
高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

特
設
人
権
相
談

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

　

南
山
城
村
で
は
６
月
１
日
（
木
）
午
前
９
時

30
分
か
ら
正
午
ま
で
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

で
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す
。

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

まち・むら・その他おしらせまち・むら・その他おしらせ

お問合せ 　

博
都
京
の
茶
お

5月のお茶イベント
永谷宗円生家新茶まつり

永谷宗円生家周辺
日本緑茶の祖・永谷宗円の生家敷地にて、茶摘みや新芽を
使ったホットプレート製茶体験などができる貴重な機会。

2017年5月14日(日)　
宇治田原町

市民茶摘みのつどい
茶業センター茶園

宇治の伝統的なお茶の摘み方である「手摘み」を体験。
自分で摘んだ葉を持って帰って楽しむこともできる。

2017年5月（日時未定）
宇治市

茶源郷和束“満喫”イベント
グリンティ和束 他

お茶農家と和束町を五感で満喫。「お茶摘み」
「茶香服体験」「茶工場見学」「景観散策」などもりだくさん。

2017年5月14日(日)　
和束町

参加無料

参加無料

参加費一般 3,500円　※事前予約制

京都×東京ティーパーティー 併催 ）moc.odahcnes（へbewは細詳」会大道茶煎国全「:

お茶の京都映画祭

京都：黄檗山萬福寺（宇治市）東京：東京丸の内ハウス2017年5月15日（月）～21日（日） 2017年5月20日（土）・21日（日）

井手町立泉ヶ丘中学校2017年5月28日（日）　
お茶の京都博実行委員会事務局（京都府企画理事付） 075-414-4529
詳細は「お茶の京都博」HPへ！（ochahaku.kyoto）

　

３
町
村
消
防
団
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で

新
入
団
員
が
入
団
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
団
者
の
み
な
さ
ん
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

笠
置
町
消
防
団　

新
入
団
員

　

第
１
部　
　
　
　
　
　
　
　

前
川　

雅
司

　

第
１
部　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

巧
樹

　

第
２
部　
　
　
　
　
　
　
　

中
本　

典
男

　

第
３
部　
　
　
　
　
　
　
　

小
谷　

拡
大

和
束
町
消
防
団　

新
入
団
員

　

東
分
団
第
１
部　
　
　
　
　

谷
口　

和
也

　

４
月
18
日
（
火
）
笠
置
町
役
場
に
て
、
笠

置
町
行
政
相
談
委
員
中
西
正
範
さ
ん
の
退
任

に
伴
い
、
京
都
行
政
評
価
事
務
所
長
よ
り
総

務
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
西
さ
ん
は
平
成
10
年
か
ら
19
年
間
、
笠

置
町
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
活
動
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
ご
活
躍
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

笠
置
町
行
政
相
談
委
員

総
務
大
臣
感
謝
状
贈
呈

平
成
29
年
度
消
防
団
新
入
団
員

住宅用火災警報器の維持管理　現在普及している住宅用火災警報器の多くは電池式であり、その電池の寿命は 10 年が目安とされて
　います。電池切れ等が原因となり、万が一の火災発生時に警報音が鳴らないことがないよう定期的な動作確認をお願いします。
　問合せ　一般社団法人日本火災報知機工業会　☎ 0120・565・911　相楽中部消防組合消防本部予防課　☎ 0774・75・1385

　

東
分
団
第
１
部　
　
　
　
　

荒
木　

啓
吾

　

東
分
団
第
２
部　
　
　
　
　

黒
河　
　

敦

　

西
分
団
第
２
部　
　
　
　
　

中
尾　

祐
亮

　

西
分
団
第
２
部　
　
　
　
　

稲
塚　
　

功

　

西
分
団
第
３
部　
　
　
　
　

西
川　

壮
真

南
山
城
村
消
防
団　

新
入
団
員

　

第
１
分
団
第
１
部　
　
　
　

中
田　

大
志

　

第
１
分
団
第
４
部　
　
　
　

小
巻　

憲
司

　

第
１
分
団
第
５
部　
　
　
　

中
村　

道
裕

　

第
１
分
団
第
５
部　
　
　
　

寺
崎　

海
都

　

第
１
分
団
第
５
部　
　
　
　

岡
本　

昇
二

　

第
２
分
団
第
３
部　
　
　
　

仲
西　

大
輔

�



　

詳
し
く
は
、
左
記
連
絡
先
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

日　

時

５
月
９
日
（
火
）・
23
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１⊖

10

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料

問
合
せ　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１

　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
５

※
相
談
会
以
外
の
日
で
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

　

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

　

が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
﹄﹃
誰
か
に

話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
﹄
な
ど
、
が
ん
に
関

わ
る
様
々
な
相
談
を
お
受
け
す
る
窓
口
と
し
て
、

京
都
府
山
城
南
保
健
所
に
て
出
張
相
談
を
お
こ

な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　

時　

５
月
２
日
（
火
）、
６
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

の
保
健
師
又
は
看
護
師

相
談
料　

無
料

予　

約　

実
施
日
の
前
日
午
後
４
時
ま
で
に
下

　
　
　
　

記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
し
込
み

　
　
　
　

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町
43
メ

　
　
　
　

ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　
　
　

☎
０
１
２
０
・
０
７
８
・
３
９
４

　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

電
話
及
び
対
面
相
談
を
、
月
～
金
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
４
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち

ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

その他おしらせその他おしらせ

い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の
会
話
が
聞
き
取
り

に
く
く
な
っ
た
。」「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い

が
・
・
」
な
ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま

せ
ん
か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠
く

な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

自
分
の
聴
力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、

聴
力
測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時

５
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間
程
度
）

対　

象　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で

　
　
　
　

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ

　
　
　
　

る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
５
月
16
日（
火
）

　
　
　
　

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

　
　
　
　

 

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９ｰ

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

就
職
相
談
会

︵
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
︶

　

地
域
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る 

し
ょ
う
が
い
者

の
方
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

就
職
に
つ
い
て
の
相
談
と
情
報
の
提
供
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

相
談
会
は
、
毎
月
２
回
開
い
て
い
ま
す
。（
毎

月
第
２
・
第
４
火
曜
日
）

文
化
財
講
演
会

日　

時　

５
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館　

演　

題　
「
宇
治
茶
の
歴
史
」

講　

師　

京
都
府
茶
業
会
議
所
理
事

　
　
　
　

橋
本
素
子
さ
ん

聴
講
料　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
２
０
０
円
、
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

※
休
館
日　

月
曜
日

問
合
せ　

京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館　

総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９

　
　
　
　

０
７
７
４
・
86
・
５
５
８
９

第
19
回
住
民
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

日　

時　

５
月
25
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～

場　

所　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
９
階

　
　
　
　

会
議
室

特
別
講
演　

簡
単
に
わ
か
る
！
肝
炎
・
肝
硬
変
・
脂

　
　
　
　

肪
肝
の
し
く
み
と
治
療
法

　
　
　
　

～
知
ら
な
い
う
ち
に
肝
が
ん
に
な
ら

　
　
　
　

な
い
た
め
に
～

講　

師　

京
都
府
立
医
科
大
学
消
化
器
内
科
学

　
　
　
　

教
室
教
授
・
伊
藤
義
人
先
生

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
、
入
場
は

　
　
　
　
　

無
料
で
す
。
地
域
の
皆
様
の
参
加

　
　
　
　
　

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
２
３
５

き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き
取
り
に
く

　
　
　
　

番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
等
）、
所
持
資
格

　
　
　
　

を
ご
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み

　
　
　
　

く
だ
さ
い
。（
電
話
で
も
可
）

問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人 

い
づ
み
福
祉
会　

　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
い
づ
み

　
　
　
　

木
津
川
市
加
茂
町
里
東
里
42

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
76
・
２
５
３
５     

　
　
　
　

０
７
７
４
・
34
・
２
２
７
７

　
　
　
　
　
（
担
当　

東
村
）

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

文
化
財
連
続
講
座

日　

時　

５
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館　

演　

題　
「
山
城
の
お
茶
と
商
品
作
物
」（
仮
）

講　

師　

当
館
資
料
課　

横
出
洋
二　

課
長

聴
講
料　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

茶
摘
み
等
体
験
教
室

︵
府
立
木
津
高
等
学
校
と
共
催
︶

内　

容　
︻
第
１
回
】
茶
摘
み
体
験
と
お
茶
詰
め

　
　
　
　

講
座

日　

時　

５
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
立
木
津
高
等
学
校

講　

師　

京
都
府
立
木
津
高
等
学
校

　
　
　
　

吉
田
浩
実　

教
諭

定　

員　

50
人

参
加
費
用　

５
０
０
円

　
　
　
　

※
加
工
茶
葉
持
ち
帰
り
費
用

申
込
期
限　

５
月
６
日
（
土
）
ま
で

　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

催
　
し

京都府からのおしらせ
　自動車税の納期限は、５月 31 日（水）です。必ず納期限までに納税してください。金融機関やコンビニでも納めていただけます。
　便利な口座振替もご利用ください。　問合せ　京都府山城南府税出張所　☎ 0774・72・0231

相
　
談

�



★ Pick UP ★
　「聖の青春」
　大崎 善生 著 

　難病と闘いながら将棋に人生を賭
け 29 歳の若さで亡くなった棋士・
村上聖。
　名人への夢に手をかけ、果たせず
倒れた怪童の生涯を、師弟愛、家族愛、
ライバルたちとの友情を通して描く
感動のノンフィクション。

図書室図書室 消費者生活消費者生活

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　
　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）　

　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　

　
　
　
　

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金（
祝
・
休
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

住　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津

　
　
　
　

総
合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
出
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
は

　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ
（
電
話
の
み
）

Ⓠ 

２
週
間
ほ
ど
前
、
友
人
に
誘
わ
れ

て
行
っ
た
喫
茶
店
で
「
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
学
ん
で
株
に
投
資
す
れ
ば
儲
か
る
、

更
に
仲
間
を
１
人
増
や
す
ご
と
に

７
万
円
の
収
入
に
な
る
」
と
言
わ
れ

て
50
万
円
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
勧
め
ら
れ
た
。

お
金
が
な
い
と
言
う
と
、
直
ぐ
に
返

せ
る
か
ら
消
費
者
金
融
で
借
り
て
払

う
よ
う
に
言
わ
れ
、
借
金
し
て
契
約

し
た
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
内
容
は
分
か
り

に
く
い
し
仲
間
も
増
や
せ
な
い
の
で

解
約
し
た
い
。

　
　
　
　
　
（
20
歳
代　

男
性
）

Ⓐ
大
学
生
を
中
心
に
、
若
い
人
の
間

で
こ
の
よ
う
な
情
報
商
材
の
マ
ル
チ

商
法
の
ト
ラ
ブ
ル
例
が
多
く
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
マ
ル
チ
商
法
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
と
も
呼
ば
れ
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
販
売
シ
ス
テ
ム
が

特
徴
で
す
。
仲
間
を
増
や
す
こ
と
で

利
益
が
得
ら
れ
る
、
と
言
わ
れ
そ
の

気
に
な
り
、
た
と
え
う
ま
く
誘
う
事

が
で
き
て
も
そ
れ
が
原
因
で
被
害
者

を
増
や
し
て
し
ま
っ
た
り
、
反
対
に

友
人
が
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
株
で
儲
か
る
必
勝
法

も
あ
る
わ
け
が
な
く
、
手
元
に
残
っ

た
の
は
借
金
だ
け
、
と
い
う
結
果
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

マ
ル
チ
商
法
は
概
要
書
面
の
交
付

義
務
等
規
制
が
厳
し
く
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
期
間
は
20
日
間
で
す
。
そ

れ
を
過
ぎ
て
も
契
約
後
３
カ
月
以
内

な
ら
中
途
解
約
で
き
ま
す
。
ま
た
「
必

ず
儲
か
る
」「
絶
対
に
損
は
し
な
い
」

等
と
言
わ
れ
た
場
合
は
契
約
取
り
消

し
で
き
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
あ

き
ら
め
ず
に
で
き
る
だ
け
早
く
相
楽

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

仲
間
を
増
や
せ
ば
儲
か
る
と
言
わ
れ
て

購
入
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
　
解
約
し
た
い
！

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　５月 21 日（日）午前 10 時 30 分～
　場　所　和束町体験交流センター　ホール
☆貸出日が増えます！
　「第 59 回 こどもの読書週間」期間中に限り、通常は閲覧
日となっている木曜日についても貸出しをおこないます。
　実施日は、５月 11 日（木）です。尚、時間は通常通り、
午前９時 30 分から午後４時 30 分です。ぜひ、この機会にご
利用ください。

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠 置 町

一般書

あきない世傳　金と銀①～③ 高田　郁

騎士団長殺し　第１部 第２部 村上　春樹

聖の青春 大崎　善生

児童書

銀杏堂 橘　春香

サミーとサルルのはじめての
おまっちゃ 永井　郁子

マンモスアカデミー ニール・レイトン

和 束 町

一般書

時が見下ろす町 長岡　弘樹

ラヴィアンローズ 村山　由佳

りんごのお菓子レシピ 吉川　文子

児童書

わたしのそばできいていて リサ・パップ

ねこってこんなふう？ ブレンダン・ウェ
ンツェル

暗号クラブ８ ペニー・ワーナー

南山城村

一般書

青藍の峠 犬飼　六岐

しんせかい 山下　澄人

香りを楽しむ庭木の本 三上　常夫

児童書

もりがもえた きむら　ゆういち

１４ひきのこもりうた いわむら　かずお

まよなかのせんろ 鎌田　歩

図 書 室
　 だ よ り

☆３町村のどなたでも借りられます。
　最寄の図書室でリクエストしてください。

和束町体験交流センター
図書室より

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎ 0743・95・2726
和束町体験交流センター図書室… ☎ 0774・78・4013
南山城村図書室…………………… ☎ 0743・93・0522

�
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● 　笠　置　町　●
人　口　1,421 人　（+1）
世帯数　　656世帯（+6）

　〒₆₁₉-₁₃₀₃ 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,130 人（‒24）
世帯数　1,714 世帯（-4）

　〒₆₁₉-₁₂₁₂ 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799

http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,838 人（‒29）
世帯数　1,250 世帯（-3）

　〒₆₁₉-₁₄₁₁ 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成29年 4月 1日現在）３町村人口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

環　境環　境

ペットボトルの出し方

　出せるもの（一例）　ジュースのペットボトル・しょうゆのペットボトル
　粗大ごみで収集しないもの（一例）
　　ソースや食用油の容器、塩化ビニールで作られた容器等、ペットボトルマークの
　　ついていないものは、プラスチック製容器包装に出してください。
　出す時の注意
　　◦出すときは袋などに入れずステーションに設置してあるペットボトル専用袋に
　　　入れてください。
　　◦ PET のマークが付いているものを出してください。
　　◦中身を全部取り除き水洗いしてください。
　　◦キャップとラベルは外してプラスチック製容器包装として出してく
　　　ださい。
　　◦たばこの吸殻や灰を入れたペットボトルは出さないでください。
　　◦処理方法の関係上、ペットボトルはつぶさずに出してください。

　たまたま通りかかった和束町、この町の素晴らしい景観に一目惚れ
し、その瞬間に移住を決めました。（笑） 
　現在は、和束町活性化センターに所属し、観光に携わる仕事をして
います。実際に生活をし始め、いつからか何らかの形で、この大好き
な地域のお手伝いができないだろうか、と思ったのがきっかけでした。 
　一番大切にしたいこと、それは人と人の繋がり、人と地域の繋がり。
そんな場を少しでも作っていけたらと思い、日々活動してます。

ペットボトル

●ペットボトル収集日
　笠　置　町　毎月　第 1　火曜日の翌日
　和　束　町　毎月　第 2　火曜日
　南山城村　毎月　第 4　月曜日

　わたしたち 移  住　しました　 　　  　　
～和束町活性化センター～
　下村美香さん

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課　　☎ 0743･95･2301（代表）　　　南山城村産業生活課　　　　☎ 0743･93･0105（直通）
和束町農村振興課　☎ 0774･78･3008（直通）　　　相楽東部クリーンセンター　☎ 0774･78･4153（直通）


